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は
じ
め
に

　

法
務
省
入
国
管
理
局
の
最
新
情
報
で
は
外
国
人
登
録
者
が

一
九
七
三
七
四
七
人
。（
二
〇
〇
四
年
現
在
）
出
身
地
の
数
は
一
八
八
か
国
。

韓
国
、朝
鮮
が
六
〇
七
四
一
九
人
で
全
体
の
三
〇
、八
％
を
占
め
、以
下
中
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ぺ
ル
ー
、
米
国
と
続
く
。
年
を
追
う
増
幅
の
様

子
は
表
を
参
照
に
さ
れ
た
い
。
一
国
民
俗
学
に
お
け
る
昔
話
研
究
の
裾
野
に

も
、
多
国
籍
事
情

が
微
妙
に
関
わ
る

時
代
を
迎
え
て
い

る
。
特
に
注
目
し

た
い
の
は
母
子
関

係
の
昔
話
に
お
け

る
外
国
籍
の
母
た

ち
の
存
在
で
あ
る
。

因
に
今
回
、
語
り

語
り
と
報
告

「
多
国
籍
社
会
日
本
」
の
昔
話

―
新
た
な
語
り
の
展
望
―

語
り
　
金
　
基 

英

報
告
　
野 

村
　
敬 

子

の
協
力
を
い
た
だ
く
金
基
英
さ
ん
は
韓
国
籍
、
在
留
資
格
は
「
非
永
住
者
」

の「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」に
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
日
本
人
男
性
と
結
婚
し
、

日
本
国
籍
の
子
供
を
産
み
育
て
て
お
ら
れ
る
韓
国
人
女
性
で
あ
る
。
彼
女
が

韓
国
国
籍
の
妻
・
母
親
と
し
て
在
日
を
続
け
る
に
は
、
三
年
に
一
度
の
在
留

資
格
更
新
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
方
々
は
二
五
七
二
九
二
人
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
在
留
資
格
者
の
十
三
％
に
あ
た
る
。

（
1
）「
外
国
人
花
嫁
」
の
昔
話

　

表
題
に
つ
い
て
の
顕
著
な
例
と
し
て
は
一
九
八
六
年
以
降
の
、
山
形
県

を
起
点
と
す
る
民
俗
社
会
の
国
際
結
婚
が
あ
る
。
嫁
不
足
対
策
・
後
継

者
不
足
対
策
と
し
て
の
行
政
主
導
の
国
際
結
婚
が
導
入
さ
れ
、
農
山
海
村

に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
の
女
性
た
ち
が

妻
・
母
と
し
て
暮
ら
す
多
国
籍
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
山

形
県
北
の
顕
著
な
動
態
観
察
と
そ
れ
に
根
ざ
す
昔
話
実
践
に
つ
い
て
は

一
九
九
五
年
「
口
承
文
芸
研
究
」
第
十
八
号
に
「『
外
国
人
花
嫁
』
の
民
話

に
つ
い
て
」
と
し
て
報
告
し
た
。
ま
た
「
昔
語
り
の
国
際
化
」（『
日
中
昔

話
伝
承
の
現
在
』）「
母
の
民
俗
と
国
際
化
―
中
国
人
花
嫁
の
民
話
」（『
母

た
ち
の
民
俗
誌
』）
を
記
し
た
。
編
者
と
し
て
絵
入
り
昔
話
集
『
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
民
話
―
山
形
の
お
か
あ
さ
ん
須
藤
オ
リ
ー
ブ
さ
ん
の
語
り
』（
星
の
環

会
）『
明
淑
さ
ん
の
む
か
し
む
か
し
』（
か
の
う
書
房
）
の
発
信
も
行
っ
た
。

「
女
性
と
経
験
」
誌
上
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
中
国
の
昔
話
聞
き
取
り
資

料
を
報
告
し
た
が
、
中
国
昔
話
は
再
婚
し
た
母
を
慕
っ
て
来
日
し
た
中
国

人
少
女
（
日
本
人
と
養
子
縁
組
）
の
も
の
で
あ
る
。
近
年
こ
う
し
た
子
連

金 基英氏
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れ
結
婚
が
増
え
て
い
る
が
「
日
本
人
配
偶
者
等
」
の
「
等
」
は
子
を
意
味
し
、

子
ど
も
世
界
に
も
多
国
籍
文
化
の
波
及
が
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

岩
田
豊
雄
の
戯
曲
「
東
は
東
」
は
国
際
結
婚
で
の
越
え
難
い
異
文
化

シ
ョ
ッ
ク
を
扱
う
が
現
実
、
彼
女
た
ち
の
婚
家
・
日
本
同
化
に
は
民
族
心

意
に
根
ざ
す
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
人
権
問
題
と
し
て
注
目
す
べ
き
言
葉

の
問
題
、
母
親
の
権
利
の
抽
出
な
ど
、
深
刻
な
問
題
が
山
積
し
て
い
た
。

今
回
の
報
告
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
報
道
記
事
を
含
め
、
そ
れ
を
受
け

て
当
地
で
試
み
た
「
母
性
と
人
権
覚
醒
の
母
子
昔
話
実
践
」
の
新
聞
記
事

コ
ピ
ー
も
レ
ジ
ュ
メ
と
し
て
添
え
て
み
た
。
そ
こ
に
は
女
性
た
ち
が
、
多

国
籍
時
代
の
昔
話
を
語
り
聴
く
営
み
が
記
録
さ
れ
る
。
女
性
た
ち
の
注
意

深
い
耳
が
新
た
な
世
界
を
感
受
す
る
時
、
開
か
れ
た
多
国
籍
語
り
へ
の
予

感
に
満
た
さ
れ
て
、
や
が
て
都
市
の
金
基
英
さ
ん
へ
と
連
動
す
る
経
緯
と

も
な
っ
た
。
二
五
七
万
余
組
の
加
速
す
る
国
際
結
婚
現
況
か
ら
は
、
子
産

み
子
育
て
の
母
の
昔
話
に
も
新
時
代
到
来
の
観
が
あ
る
。

（
2
）
語
り
手
発
見

　

金
基
英
さ
ん
は
一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
韓
国
仁
川
の
出
身
。
国
際
結
婚
し

て
一
九
八
九
年
来
日
。
一
女
一
男
の
母
親
で
あ
る
。
現
在
は
千
葉
県
船
橋
市

在
住
で
あ
る
。
雑
誌
「
Ｓ
ｕ
ッ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
」
四
月
号
で
金
基
英
さ
ん
は
「
韓

国
民
話
の
語
り
部
」
と
し
て
取
材
を
受
け
、
活
動
の
契
機
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
通
訳
と
し
て
所
属
し
て
い
る
船
橋
市
の
イ
ベ
ン
ト
で

偶
然
に
も
民
話
を
語
る
機
会
を
持
っ
た
時
か
ら
。
そ
の
時
ま
で
全
く
語
り
の

経
験
は
な
か
っ
た
。
そ
の
様
子
を
み
て
い
た
民
話
研
究
の
女
性
か
ら
『
あ
な

た
の
語
り
は
天
才
的
ね
！
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
っ
た
」

　

聴
き
手
の
民
話
研
究
の
女
性
が
筆
者
と
い
う
次
第
で
、
当
日
の
記
憶
は

い
つ
ま
で
も
鮮
か
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
前
述
の
山
形
発
信
を
受
け
て
、

船
橋
市
の
女
性
セ
ン
タ
ー
が
「
韓
国
女
性
・
明
淑
さ
ん
の
語
り
を
聴
く
―

ア
ジ
ア
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
知
る
」
会
を
開
催
。
以
来
、
飯
塚

須
磨
子
さ
ん
た
ち
が
多
国
籍
を
視
野
に
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
た
。
翌
年

春
の
民
話
イ
ベ
ン
ト
に
も
「
外
国
人
の
語
り
の
部
屋
」
を
設
定
し
て
イ
タ

リ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
中
国
、
韓
国
の
国
際
結
婚
で
在
留
す
る
方
々
の
民

話
を
聴
く
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
金
基
英
さ
ん
は
「
蚊
の
由
来
」
を
語
っ
た
。
父
母
譲
り
と
い
う

韓
国
家
庭
伝
承
を
、
彼
女
の
子
ど
も
の
母
語
・
日
本
語
語
り
に
し
、
そ
の

中
で
韓
国
伝
承
の
心
意
を
結
実
さ
せ
て
い
く
、
実
に
見
事
な
語
り
口
を
示

さ
れ
た
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
個
性
的
な
自
由
さ
と
伸
び
や
か
さ
に
充
ち
、

二
つ
の
国
の
文
化
を
併
せ
も
つ
内
発
的
な
母
語
り
の
胎
動
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
金
さ
ん
の
語
り
が
も
つ
、
瑞
々
し
い
生
命
力
に

心
打
た
れ
、
新
時
代
の
母
語
り
到
来
と
「
語
り
手
発
見
」
に
熱
く
な
っ
た
。

出
会
い
を
重
ね
て
、
語
り
口
の
ま
ま
を
翻
字
し
、
従
前
の
翻
訳
と
異
な
る

絵
入
り
本『
キ
ム
さ
ん
の
韓
国
民
話
』と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
が
叶
ら
れ
た
。

　

こ
の
度
、
金
さ
ん
は
韓
国
語
で
「
雨
蛙
不
孝
」
流
暢
な
日
本
語
で
「
明

け
の
明
星
モ
ス
ン
星
」「
田
螺
女
房
」「
賢
い
嫁
さ
ん
」「
蚊
の
由
来
」
さ
ら

に
姑
と
の
暮
ら
し
で
覚
え
た
、山
形
県
金
山
地
方
の
生
活
語
で
「
雨
蛙
不
孝
」

を
語
り
、
優
れ
た
「
聴
き
耳
」
を
披
露
し
た
。
こ
れ
ま
で
翻
訳
の
文
字
資

料
で
比
較
研
究
さ
れ
て
い
た
領
域
に
、
心
情
的
な
声
の
表
現
文
化
と
し
て
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顕
在
化
さ
れ
る
刺
激
は
大
き
い
。
金
さ
ん
は
語
り
言
葉
に
つ
い
て
韓
国
で

既
に
学
習
し
て
い
た
日
本
語
（
共
通
語
）
は
涙
が
出
な
い
が
、
韓
国
語
で

は
感
情
移
入
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
姑
と
夫
の
生
活
語
・
山
形
方
言
で
語
る

と
泣
き
た
く
な
る
こ
と
な
ど
、
国
を
超
え
る
多
重
な
言
語
生
活
の
実
感
を

吐
露
し
、
多
国
籍
時
代
の
語
り
言
葉
と
心
情
と
が
一
体
化
す
る
肉
声
表
現

に
お
け
る
新
た
な
テ
ー
マ
も
投
げ
か
け
て
い
る
。

（
3
）
多
国
籍
語
り
の
可
能
性

　
「
東
洋
経
済
日
報
」
は
東
京
で
刊
行
さ
れ
る
日
韓
経
済
紙
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
元
旦
の
紙
面
に
「
韓
国
の
民
話
」
と
題
し
て
明
淑
さ
ん
の
語

り
で
「
ク
ロ
ギ
息
子
」
が
巳
年
に
因
み
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

横
に
は
韓
国
の
正
月
料
理
の
記
事
が
あ
り
、
晴
れ
や
か
な
新
年
語
り
の
雰

囲
気
が
漲
る
。
在
日
韓
国
の
方
々
に
故
国
の
民
話
を
提
供
、
日
本
の
読
者

に
は
韓
国
基
層
文
化
理
解
へ
と
、
語
り
が
差
し
出
す
新
た
な
共
有
空
間
が

息
づ
く
紙
面
で
あ
る
。
以
来
毎
年
、
干
支
の
民
話
掲
載
が
続
い
て
い
る
が
、

近
年
は
明
淑
さ
ん
か
ら
金
さ
ん
に
紙
面
の
語
り
手
継
承
も
あ
る
。

　

ま
た
家
庭
通
信
社
の
配
信
記
事
・
新
潟
県
在
住
邱
月
莠
さ
ん
の
語
り
活

動
や
『
ア
ジ
ア
心
の
民
話
シ
リ
ー
ズ　

チ
ュ
マ
マ
の
台
湾
民
話
』（
筆
者
編
）

出
版
が
、
二
〇
〇
二
年
八
月
十
五
日
に
山
形
新
聞
や
河
北
新
報
な
ど
の
地
方

紙
家
庭
欄
で
、
見
開
き
頁
に
カ
ラ
ー
写
真
入
り
で
扱
わ
れ
て
い
た
。
国
際
結

婚
相
手
が
蒸
発
し
、
一
人
で
子
ど
も
を
育
て
る
台
湾
女
性
邱
さ
ん
の
語
り
に

は
、
国
を
越
え
て
生
き
る
母
の
平
和
語
り
と
し
て
強
い
説
得
力
が
漲
っ
て
い

た
。
終
戦
記
念
日
に
ア
ジ
ア
語
り
が
扱
わ
れ
た
意
味
深
さ
を
感
じ
た
い
。

　

先
頃
「
國
學
院
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
受
講
生
の
方
々
が
「
ア
ジ

ア
心
の
民
話
シ
リ
ー
ズ
」（
筆
者
企
画
）
を
教
材
に
さ
れ
て
い
る
先
生
の
話

を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
台
湾
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
全
六
冊
（
松
谷
み
よ
子
監
修
）
の

民
話
絵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
冊
で
「
読
み
聞
か
せ
の
取
り
組
み
」
を
さ

れ
た
方
は
奈
良
県
伏
見
小
学
校
教
諭
・
軽
澤
照
文
先
生
と
知
り
、
早
速
そ

の
実
践
記
録
を
報
告
レ
ジ
ュ
メ
に
頂
い
た
。
軽
澤
先
生
は
教
育
現
場
で
「
新

渡
日
」「
在
日
」
の
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
て
な
が
ら
「
国

際
理
解
を
図
り
」「
人
権
教
育
」
を
重
要
な
課
題
と
し
、
可
能
性
豊
か
な
実

践
を
さ
れ
て
い
る
。
感
銘
深
く
、次
に
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
「
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
昔
話
を
伝
え
る
機
会
を
課
題
と
し
て
い
た
時
に
出

会
い
、
こ
の
絵
本
で
伝
え
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
子
ど
も
た
ち
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
出
会
い
で
は
な
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
出
会
い
を
さ
せ
て
や
り
た

い
と
い
う
と
き
に
、
絶
好
の
教
材
で
あ
っ
た
。
教
材
と
い
う
よ
り
も
教

師
自
身
が
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
む
、
そ
ん
な
絵
本
で
あ
っ
た
。

こ
の
絵
本
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
の
端
緒
と
な
つ
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
筆
者
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
ま

り
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
近
隣
校
に
お
い
て
も
全
学
級
の
常
置
書
と

し
て『
ア
ジ
ア
心
の
民
話
シ
リ
ー
ズ
』が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
新

渡
日
」「
在
日
」
理
解
の
教
材
と
し
て
利
用
す
る
と
き
に
は
、そ
の
保
護
者
・

児
童
自
身
と
の
話
合
い
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
民
族
料
理
・
民
族
音
楽
。
楽
器
・
遊
び
な
ど
と
と
も
に

そ
の
国
の
昔
話
を
再
話
し
た
絵
本
を
用
い
る
こ
と
は
、
心
か
ら
さ
ら
に
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は
『
た
ま
し
い
』
に
届
く
力
を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

の
が
筆
者
の
実
感
で
あ
る
。（
略
）
今
日
的
な
課
題
と
し
て
ぺ
ル
ー
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
昔
話
絵
本
、
さ
ら
に
は
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
昔
話
絵
本
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
子

ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。」

（
4
）
感
動
の
法
則

　

金
基
英
さ
ん
や
邱
月
莠
さ
ん
、
庄
司
明
淑
さ
ん
、
オ
リ
ー
ブ
さ
ん
た
ち

は
、
故
国
の
昔
話
を
子
ど
も
の
母
語
・
日
本
語
で
情
熱
を
傾
け
て
語
り
継
ぐ
。

こ
こ
に
お
け
る
国
境
と
は
…
…
国
を
超
え
て
民
族
が
夫
々
の
物
語
を
語
る

営
み
に
通
底
す
る
の
は
民
族
の
誇
り
で
あ
る
。

　

金
さ
ん
は
チ
マ
、
チ
ョ
ゴ
リ
の
民
族
衣
装
を
着
用
し
、
近
時
は
オ
モ
ヨ
リ
・

於
由
味
と
い
う
宮
廷
の
髪
型
、付
け
髪
カ
チ
ェ
に
ト
ル
ジ
ャ
ム
（
簪
）
を
飾
っ

て
語
り
を
す
る
。
語
り
手
活
動
の
中
で
以
前
に
も
増
し
て
母
な
る
韓
国
文
化

に
こ
だ
わ
り
、
そ
の
誇
り
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
が
あ
る
。
軽
澤
先
生
が
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
昔
話
は
「
た
ま
し
い
」
に
届
く
力
を
秘
め
る
感
動
の
所
産

で
あ
る
。
多
国
籍
昔
話
の
「
語
り
・
聴
く
」
営
み
は
各
国
の
人
々
が
、
こ
れ

ま
で
生
き
て
き
た
時
間
、そ
し
て
ま
た
現
に
生
き
て
い
る
時
間
の
「
世
界
性
」

を
認
識
し
、
内
在
す
る
「
感
動
の
法
則
」
を
見
出
す
営
み
に
外
な
ら
な
い
。

そ
の
発
見
途
上
で
、
人
は
内
な
る
精
神
世
界
に
深
く
分
け
入
り
、
緩
や
か
に

開
放
さ
れ
、
他
者
と
繋
が
り
、
昔
話
の
原
形
に
出
会
う
時
、
国
境
を
超
え
る

時
代
精
神
の
構
築
が
齎
さ
れ
る
も
の
と
筆
者
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

（
の
む
ら
・
け
い
こ
／
國
學
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
兼
任
講
師
）

在 留 資 格 平成 12 年
（2000）

平成 13 年
（2001）

平成 14 年
（2002）

平成 15 年
（2003）

平成 16 年
（2004）

構成比
（％）

対前年末
増減率
（％）

総　　　数 1,686,444 1,778,462 1,851,758 1,915,030 1,973,747 100.0 3.1
永　住　者 657,605 684,853 713,775 742,963 778,583 39.4 4.8

うち一般永住者 145,336 184,071 223,875 267,011 312,964 15.9 17.2
特別永住者 512,269 500,782 489,900 475,952 465,619 23.6 － 2.2

非 永 住 者 1,028,839 1,093,609 1,137,983 1,172,067 1,195,164 60.6 2.0
うち日本人の配偶者等 279,625 280,436 271,719 262,778 257,292 13.0 － 2.1
定住者 237,607 244,460 243,451 245,147 250,734 12.7 2.3
留学 76,980 93,614 110,415 125,597 129,873 6.6 3.4
家族滞在 72,878 78,847 83,075 81,535 81,919 4.2 0.5
興行 53,847 55,461 58,359 64,642 64,742 3.3 0.2
研修 36,199 38,169 39,067 44,464 54,317 2.8 22.2
人文知識・国際業務 34,739 40,861 44,496 44,943 47,682 2.4 6.1
就学 37,781 41,766 47,198 50,473 43,208 2.2 － 14.4
技術 16,531 19,439 20,717 20,807 23,210 1.2 11.5
技能 11,349 11,927 12,522 12,583 13,373 0.7 6.3
企業内転勤 8,657 9,913 10,923 10,605 10,993 0.6 3.7

　　　　　在留資格別外国人登録者数の推移（法務省入国管理局統計より）� （各年末現在）


